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 現在、世界的に「STEM教育＝Science,Technology, 

Engineering and Mathematicsを統合的に学ぶ教育」

の重要性が高まっているものの、我が国において、

「STEM教師教育」に関わる研究は少なく途上にある。

STEM教育を推進するためには、教師知識としての

「STEM固有の Pedagogical Content Knowledge（以

下、STEMPCK）」の実態を的確に捉えた専門性開発

（STEM Professional Development: 以下、STEM-PD）

が不可欠である。しかし、教師のSTEMPCKを包括的に

評価する方法や我が国の実情に応じたSTEM-PDを具体

化する構成要素など、基礎的な知見は十分とは言えな

い。 

 そこで、本研究では、STEM教師教育に着目し、教師

のSTEMPCKの構築を目指す我が国のSTEM-PDの構成要素

を導出することを目的とする。 
 

以下、研究の方法を示す。 

1.STEMPCKの概念規定 

2.我が国の教師におけるSTEMPCKの実態の解明 

3.STEMPCKの構築を目指す我が国のSTEM-PDの構成要素 

 の導出 
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